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町田三郎教授



町

田

三

郎

教

授

略

年

譜

本

籍

地

福

岡

県

現
住
所
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
小
笹
二
l
七
l
二
七

昭
和
年
（
一
九
三
二
）

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
O
）

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
O
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
O
）

七

略
年
譜
及
ぴ
研
究
業
績
目
録

月
四
月

J¥ 
月

四
月

二
月

四
月

四
月

四
月

二
月

群
馬
県
前
橋
市
若
宮
町
二
八
八
番
地
に
て
、
父
吉
蔵
母
サ
ダ
の
三
男
と
し
て
誕
生

群
馬
県
立
前
橋
中
学
校
入
学

終
戦

群
馬
県
立
前
橋
高
等
学
校
第
二
年
に
編
入

群
馬
県
立
前
橋
高
等
学
校
卒
業

東
北
大
学
文
学
部
入
学

東
北
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
科
卒
業

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
入
学

日
本
中
国
学
会
入
会
（
現
在
に
至
る
）

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

月



昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
O
）

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
O
）

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）

昭
和
五
十
年
（
一
九
八
こ

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
こ

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

七
月

四
月

十
一
月

四
月

六
月

四
月

五
月

七
月

東
北
大
学
助
手
（
川
内
分
校
）

東
北
大
学
助
手
（
文
学
部
）

東
北
大
学
講
師
（
教
養
部
）

東
北
大
学
助
教
授
（
教
養
部
）

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

九
州
大
学
助
教
授
（
文
学
部
中
国
哲
学
史
講
座
）

九
州
大
学
教
授
（
文
学
部
中
国
哲
学
史
講
座
）

九
州
中
国
学
会
会
員
（
現
在
に
至
る
）
、
研
究
誌
『
中
国
哲
学
論
集
』
発
刊

文
学
博
士
の
学
位
授
与
（
東
北
大
学
）

日
本
道
教
学
会
会
員
（
現
在
に
至
る
）
、
東
方
学
会
会
員
・
評
議
員
（
現
在
に
至
る
）

文
部
省
短
期
在
外
研
究
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
て
研
究
に
従
事
（
同
年
十
月
ま

で日
本
中
国
学
会
評
議
員
及
び
理
事
（
現
在
に
至
る
）
、
日
本
道
教
学
会
評
議
員
及
び
理

事
（
現
在
に
至
る
）

九
州
中
国
学
会
会
長
（
平
成
四
年
五
月
ま
で
）

九
州
大
学
評
議
員
（
平
成
三
年
三
月
ま
で
）



平
成

平
成

平
成

年
（
一
九
九
四
）

年
（
一
九
九
五
）

七
年
（
一
九
九
五
）

非
常
勤
講
師

...L.. 

ノ、七

五
月 月

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
現
在
に
至
る
）

九
州
大
学
（
教
授
）
停
年
退
官

九
州
大
学
名
誉
教
授

月

福
島
大
学
教
育
学
部
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
、
大
分
大
学
教
育
学
部
、

名
古
屋
大
学
文
学
部
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
西
南
学
院
大
学
文
学
部
、
福
岡
教
育
大
学
、
福
岡
大
学
人
文
学
部
、
天
理
大

学
国
際
文
化
学
部

略
年
譜
及
ぴ
研
究
業
績
目
録



町

田

三

郎

教

授

研

究

業

績

目

録

著
書
・
訳
註

－
秦
漢
思
想
史
の
研
究

創
文
社

2
日
本
幕
末
以
来
之
漢
学
家
及
其
著
述

文
史
哲
出
版
社
（
台
北
）

3

韓
非
子
・
孫
子
（
『
世
界
の
名
著
』
諸
子
百
家
）

中
央
公
論
社

4 

萄
子
（
下
）
（
『
全
釈
漢
文
大
系
』

8
）
（
共
著
）

集
英
社

5 

孫
子
（
中
公
文
庫
）

中
央
公
論
社

6

朱
子
語
類
（
『
朱
子
学
大
系
』

6
）

（
共
著
）

明
徳
出
版
社

7 

呂
氏
春
秋
（
『
中
国
の
古
典
」
）

講
談
社

8 

韓
非
子
（
上
・
下
）
（
中
公
文
庫
）

中
央
公
論
社

一
九
八
五
年

一
九
九
二
年

一
九
六
六
年
一
一
月

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
八
一
年
一

O
月

一
九
八
七
年

一
九
九

0
・
九
二
年 月

五
月

四
月

九
月

七
月



編

著

1 

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
（
全
八
巻
）

2 

楠
本
端
山
・
碩
水
全
集

3

伝
統
文
化
与
東
亜
文
化

4 

伝
習
館
文
庫
蔵
書
目
録

杵
築
藩
関
係
古
文
書
調
査
報
告
書
｜
漢
籍
・
日
本
漢
詩
文
目
録
｜

杵
築
市
教
育
委
員
会

5 

論

文

1 

管
子
〈
幼
官
〉
考

2

管
子
四
篇
に
つ
い
て

3

時
令
説
に
つ
い
て
｜
管
子
幼
官
篇
を
中
心
に
し
て
｜

4

管
子
の
思
想
｜
外
言
類
を
中
心
に
し
て
｜

5

管
子
軽
重
篇
に
つ
い
て

略
年
譜
及
び
研
究
業
績
目
録

葦
書
房

葦
書
房

中
国
人
民
大
学
出
版
社

福
岡
県
立
伝
習
館
高
等
学
校
・
同
窓
会

集
刊
東
洋
学
1

ヒレ
U
F
U
l
l

－
、
ノ
’
ペ
ー
の
ん

l
l
T
J

東
北
大
学
教
養
部
文
科
紀
要
9

集
刊
東
洋
学
7

日
本
中
国
学
会
報
日

一
九
七
人
l
八
O
年

一
九
人
O
年

一
九
九
二
年

一
九
八
四
年

一
九
九
二
年

一
九
五
九
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年
五
月

一
九
六
三
年
一

O
月

J¥ 
月

五
月

九
月

九
月

五
月

一一円月
二
月



6

塩
鉄
論
に
つ
い
て
ー
そ
の
一
｜

集
刊
東
洋
学
問

7

塩
鉄
論
に
つ
い
て
ー
そ
の
二
｜

ド』レ
U
Q
d

、，d

4

、／，
n
i
q
L

，l
’4

8

再
び
管
子
四
篇
に
つ
い
て

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
4

9

荘
子
に
お
け
る
思
想
と
文
学

東
方
学
部

叩
散
不
足
篇
に
つ
い
て

集
刊
東
洋
学
M

11 

道
家
思
想
研
究
史
の
た
め
の
覚
書
｜
武
内
・
津
田
両
博
士
の
業
績
を
中
心
に
し
て
｜

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
日

12 

後
漢
初
期
の
社
会
と
思
想

集
刊
東
洋
学
沼

目
前
漢
の
道
家
思
想
に
つ
い
て

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
目

H

法
言
に
つ
い
て

九
州
大
学
哲
学
年
報
印
周
年
論
文
集

日
管
子
水
地
篇
に
つ
い
て

集
刊
東
洋
学
部

16 

漢
宣
期
の
儒
教

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
l

17 

「
劉
向
」
覚
書

日
本
中
国
学
会
報
お

川
崎
前
漢
哀
帝
期
の
こ
と

鶴
一
一
聞
い
い
道
教
研
究
論
文
集

一
九
六
五
年
五
月

一
九
六
六
年

一
九
六
五
年
八
月

二
月

一
九
六
八
年

一
九
七

O
年
一

O
月 月

一
九
七
二
年

一一月

一
九
七
二
年
一

O
月月

一
九
七
四
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年
五
月

二
月

一
九
七
六
年
一

O
月

一
九
七
七
年

一
九
七
六
年
一

O
月

五
月



19 

散
不
足
篇
の
「
中
者
」
を
め
ぐ
っ
て

初
太
玄
経
に
つ
い
て

幻
秦
の
思
想
統
制
に
つ
い
て
｜
雲
夢
秦
簡
ノ

l
ト
｜

辺
文
景
か
ら
漢
武
へ
｜
儒
教
国
教
化
へ
の
道
程
｜

お
雲
夢
秦
簡
「
編
年
紀
」
に
つ
い
て

M

秦
漢
の
思
想
統
制
に
つ
い
て

25 

「
戦
国
末
政
治
思
想
」
覚
書

お
楊
帽
の
死

27 

『
管
子
』
と
『
目
氏
春
秋
』

28 

「
学
記
」
篇
に
つ
い
て

m
秦
の
始
皇
帝
に
つ
い
て

30 

秦
漢
思
想
史
へ
の
視
角

担
陳
要
の
母

32 

天
囚
西
村
時
彦
覚
書

略
年
譜
及
ぴ
研
究
業
績
目
録

九
州
中
国
学
会
報
幻

九
州
大
学
哲
学
年
報
訂

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
4

九
州
大
学
哲
学
年
報
お

九
州
中
国
学
会
報

n

九
州
大
学
哲
学
年
報
却

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
6

九
州
中
国
学
会
報
お

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
7

荒
木
教
授
中
国
哲
学
史
研
究
論
集

退
休
記
念
（
葦
書
房
）

九
州
大
学
哲
学
年
報
担

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
8

中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
求

（
創
文
社
）

九
州
大
学
哲
学
年
報
位

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

一
九
八
O
年

一
九
八
O
年
二
一
月

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年
一

O
月

一
九
八
一
年
一
一
一
月

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年
一

O
月

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

五
月

二
月

五
月月

五
月月

五
月月

二
月月



お
李
斯
に
よ
せ
て

34 

丘
の
稽
る
や
久
し

お
秦
か
ら
漢
へ
ー
そ
の
二
十
余
年
の
こ
と
｜

お
管
子
修
鹿
篇
に
つ
い
て

37 

安
井
息
軒
覚
書

お
揚
雄
の
賦
に
つ
い
て

却

揚

雄

論

40 

初
代
長
崎
領
事
余
元
眉
と
そ
の
書
翰

41 

後
漢
思
想
史
研
究
の
た
め
の
序

位
安
井
息
軒
の
『
管
子
纂
詰
』
に
つ
い
て

43 

岡
松
聾
谷
の
こ
と

叫
明
治
以
降
に
お
け
る
道
家
思
想
研
究
史

日
制
北
潜
日
抄
に
つ
い
て

制
桟
雲
峡
雨
日
記
に
つ
い
て

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
9

孔
子
と
そ
の
時
代

（
九
州
大
学
出
版
会
）

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
叩

東
洋
史
研
究
叫
l

4

東
方
学

η

中
国
詩
人
論
（
汲
古
書
院
）

中
国
思
想
史
（
上
）
（
ベ
り
か
ん
社
）

九（第四束九
州史－§ti州
大義届塁芸中
学国国記創圏
中砂際念立学
国王漢東会

哲議籍方報
十館古学 26
論議論
集 ι論集
13 口文

北集

九
州
大
学
哲
学
年
報
幻

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
特
別
号

第
二
届
国
際
漢
籍
会
議
論
文
集

（
聯
合
報
国
学
文
献
館
・
台
北
）

一
九
八
三
年
一

O
月

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年
一

O
月

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年
七
月

一
九
八
六
年
一

O
月

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年
二
一
月

一
九
八
七
年
一

O
月

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年
一
二
月

五
月月月

五
月

六
月月

二
月



釘
漢
文
大
系
に
つ
い
て

九
州
大
学
文
化
史
研
究
担

48 

遠
藤
隆
吉
覚
書

九
州
大
学
哲
学
年
報
却

49 

「
漢
学
」
二
題
（
亀
井
昭
陽
の
学
問
一
斑
、
島
田
筆
村
の
「
輿
饗
離
帯
書
」
に
つ
い
て
）

九
州
大
学
川
添
昭
二
氏
科
研
報
告
書

50 

村
上
知
行
ノ

l
ト

中
国
現
代
文
学
論
集
（
中
国
書
店
）

51 

福
岡
の
漢
学

新
し
い
漢
文
教
育
叩
（
研
文
社
）

52 

関
於
『
韓
非
子
』
的
編
成

中
国
人
民
大
学
学
報
但
1
6

53 

西
村
天
囚
の
こ
と

九
州
の
漢
学
者
た
ち
（
海
鳥
社
）

日
盟
谷
宕
陰
の
六
襲
論

韓
国
中
国
学
会
出

第
五
届
国
際
漢
籍
会
議
論
文
集

（
聯
合
報
国
学
文
献
館
・
台
北
）

九
州
大
学
哲
学
年
報
日

55 

重
野
成
粛
其
人
及
其
学
問

56 

東
京
大
学
「
古
典
講
習
料
」
の
人
々

57 

『
史
記
』
博
斬
醐
成
列
伝

北
京
師
範
大
学
学
報
m
m
l
3

日
漢
籍
国
字
解
全
書
に
つ
い
て

59 

明
治
期
的
漢
学

略
年
譜
及
ぴ
研
究
業
績
目
録

一
九
八
九
年

一
九
九
O
年

一
九
九
O
年

一
九
九
O
年

一
九
九
O
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年
一
一
一
月

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

月
一一月月

四
月

五
月

六
月

J¥ 
月

J¥ 
月月月

五
月

五
月



60 

『
桟
雲
峡
雨
日
記
』
与
『
観
光
紀
遊
』

集・
台
北
）

61 

二
三
の
『
韓
非
子
』
注
に
つ
い
て

九
州
大
学
川
勝
賢
亮
氏
科
研
報
告
書

62 

亀
井
の
学
問

『
福
岡
県
史
』
文
化
巻
上
（
福
岡
県
）

63 

遠
藤
隆
吉
『
漢
文
日
記
』
に
つ
い
て
（
上
）
｜
『
過
眼
則
録
』
第
お
冊

l

九
州
大
学
哲
学
年
報
臼

64 

盟
谷
宕
陰
と
中
村
正
直

九
州
大
学
柴
田
篤
氏
科
研
報
告
書

出
関
於
岡
鹿
門
的
『
観
光
紀
遊
』

第

↓

論

文

集

（
聯
合
報
国
学
文
献
館
・
台
北
）

侃
日
本
の
考
証
学
の
特
色
に
つ
い
て

清
代
経
学
国
際
討
論
会
論
文
集
（
台
北
）

67 

遠
藤
隆
吉
『
漢
文
日
記
』
に
つ
い
て
（
下
）
｜
『
過
眼
則
録
』
第
却

1
ω
冊
｜

68 

九
州
大
学
哲
学
年
報
日

内
藤
幹
治
中
国
的
人
生
観
・
世
界
観

退
官
記
念
（
東
方
書
店
）

「
兵
は
論
道
」
を
め
ぐ
っ
て

69 

明
治
漢
学
覚
書

町
田
三
郎
教
授
中
国
思
想
史
論
叢

退
官
記
念
（
中
国
書
店
）

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年
一
二
月

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
四
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

五
月月月月

五
月月月月

二
月



四

雑

論

2
心
術
と
い
う
こ
と
ば

3

論
語
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
｜
嫡
高
か
ら
和
楽
へ
｜

4

佐
川
修
著
『
春
秋
学
論
考
』
を
読
ん
で

5 

叔
孫
通
の
こ
と

6 

豊
後
の
三
偉
人

7 

針
尾
島
の
天
囚

8

孝
経
の
碑

9
学
則
・
学
規
・
破
門
の
こ
と
な
ど

10 

「
中
国
域
外
漢
籍
国
際
会
議
」
の
こ
と

日

李

退

渓

12 

亀
井
塾
の
学
規

13 

慶
長
19 
年
林
道
春
及
五
山
衆
試
文
稿

資
料

略
年
譜
及
ぴ
研
究
業
績
目
録

全
釈
漢
文
大
系
月
報
（
『
萄
子
』
下
）

（
集
英
社
）

西
日
本
新
聞

東
方
釘

創
文
加

西
日
本
新
聞

懐
徳
臼

み
や
ま
文
庫

九
州
大
学
図
書
館
情
報
お
1
1

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
H

週
刊
朝
日
百
科
世
界
の
歴
史
館

（
朝
日
新
聞
社
）

能
古
博
物
館
だ
よ
り
4

（
能
古
博
物
館
）

九
州
大
学
中
村
質
氏
科
研
報
告
書

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
五
年

一
九
八
五
年
二
一
月

一
九
八
六
年
三
月

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年
一
一
月

一
九
九
O
年

一
九
九
O
年

一
九
九
一
年

四
月

九
月

四
月

五
月

六
月

五
月

ニ
月

J¥ 
月月



H

第
五
回
「
中
国
域
外
漢
籍
国
際
会
議
」
に
つ
い
て

目
前
橋
時
代
の
津
田
左
右
吉

日
日
本
九
州
大
学
「
『
文
心
離
龍
』
国
際
学
術
研
討
会
」
序

ロ
日
本
の
『
論
語
』

四
は
じ
め
に

四
第
六
回
「
中
国
域
外
漢
籍
国
際
会
議
」
に
参
加
し
て

20 

「
温
知
堂
」
目
録
の
こ
と

21 

孔
子
学
団
と
弟
子
た
ち

22 

楠
本
碩
水
と
「
碩
水
文
庫
」

お
亀
井
南
冥
・
昭
陽

ωl同

川
崎
員
原
益
軒
の
「
春
芳
園
牡
丹
記
」
に
つ
い
て

25 

「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」
に
つ
い
て

26 

『
論
語
』
を
ど
う
読
み
す
す
め
る
か

東
洋
の
思
想
と
宗
教
8

ぐ
ん
ま
教
育
幻

文
心
離
龍
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集

（
文
史
哲
出
版
社
・
台
北
）

孔
子
と
現
代

（
多
久
財
団
法
人
「
孔
子
の
里
」
）

〈
第
四
回
〉
九
州
大
学
｜
ソ
ウ
ル
大
学
校

中
国
学
学
術
交
流
会
議
論
文
集

東
方
学
部

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
団

一
九
九
一
年

六
月

一
九
九
一
年

六
月

一
九
九
一
年

九
月

一
九
九
一
年
一

O
月

一
九
九
一
年
一

O
月

一
九
九
二
年

月

一
九
九
二
年
一

O
月

「
孔
子
の
原
郷
」
叫
年
展
（
読
売
新
聞
社
）
一
九
九
二
年
一

O
月

一
九
九
二
年
二
一
月

九
大
学
報
一
コ
二
七
号

朝
日
新
聞

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
却

東
方
学
卸

江
河
万
里
流
る
（
亀
陽
文
庫
）

一
九
九
四
年
九
l
一
O
月

一
九
九
四
年
一

O
月

一
九
九
四
年
二
一
月

一
九
九
四
年
二
一
月



五

書

評

2
竹
内
照
夫
著
『
仁
の
古
義
の
研
究
』

3

金
谷
治
著
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』

4 

大
浜
暗
著
『
荘
子
の
哲
学
』

5

藤
川
正
敷
著
『
漢
代
に
お
け
る
札
学
の
研
究
』

6 

金
谷
治
著
『
管
子
の
研
究
』

略
年
譜
及
び
研
究
業
績
目
録

集
刊
東
洋
学
日

関
西
大
学
国
文
学
訂

集
刊
東
洋
学
口

集
刊
東
洋
学
四

東
洋
史
研
究
幻
ー
ー

一
九
六
五
年

一
九
六
四
年
五
月月

一
九
六
七
年
五
月

一
九
八
八
年

一
九
六
八
年
五
月

九
月


